





       An Analysis of Egyptian Economy before and after COVID-19  















 2020 年、エジプトは、IMF の緊急融資制度（Rapid Financing Instrument: RFI） 28
億ドルと、スタンドバイ取り決め（Stand-by Arrangement: SBA）による追加の短期融資









深刻化し、2014 年に発足したシーシー政権は、16 年７月、IMF に対し 120 億ドルの融資
を正式に要請し、融資条件として、為替自由変動相場制への移行を同年 11 月に実施し、経
済改革プログラムに着手した。 
















エジプトは 2019 年現在、国内総生産（GDP）3,020 億ドルで中東・北アフリカ最大の経
済大国である。また、国連統計によると、2019 年に人口は１億人を超え、人口増加率 1.9％、
生産年齢人口 60.89％、65 歳以上の高齢者５.28％、平均年齢 24.61 歳の若い国であり、１人













は、農業 23.2％、鉱工業 28.1％、サービス業が 48.6％となっている（ILO モデルによる
推計）。2019 年現在、各生産部門の GDP に占める割合は、農林水産業が 11％、鉱工業が
35.6％（うち製造業 15.9％）、サービス業が 50.5％である。また海外就業者からの送金は
対 GDP 比で 2017～18 年 10％、19 年 8.83％を占める。エジプト中央銀行による Monthly 





と、若者の失業率の高さなどが挙げられた。15-24 歳の失業率は 2012 年に 34％まで上昇
し 19 年現在 24.7％である。また、国際的な絶対貧困（1.9 ドル／日）で暮らす人々の比率
は、2010 年３％、2012 年 2.3％から 2015 年 1.3％へと下降したものの、2017 年には 3.1％
に上昇している。   
2015 年エジプト政府の定める貧困ラインである月収 482 エジプトポンド（EGP）を下
回る人口は、10 年 25.6％、12 年の 26.3％から 27.8％へと上昇し、2017/18 年度には 32.5％
に上昇している（月額 736EGP に改訂／2011 年の PPP 換算で約 3.8 ドル）。政変の起こ
った 2011 年以降失業率は上昇を続け、15 年まで 13％前後（ILO 統計による）で推移して
いたが、16 年以降下降し、2019 年は 7.9%であったが、コロナ禍の影響で 20 年（4－6 月）
は 9.6％に上昇した。 
エジプト政府は、2016 年 IMF との合意に先立ち、同年２月国家戦略「ビジョン
2030(Sustainable Development Strategy: Egypt Vision 2030)」を発表した。2030 年まで
に達成すべき経済、社会、環境分野の戦略目標プランであり、経済においては、実質 GDP




























1990 年 8 月に起こった湾岸危機によりエジプト経済は大きな打撃を受けたが、1991 年




2000～02 年の世界的な経済の低迷による急落はあるものの、1990～2002 年の間 4.4％の
成長率で推移した。2004 年７月ナズィーフ新政権が発足すると、経済改革を加速させた。
海外からの投資の誘致が積極的に行われ、投資と輸出が大きく貢献しピーク時には経済成
長率は 7％を超えた。リーマンショック後の 2009～10 年も 5％前後の成長率で推移した。 





















⺠間消費 政府支出 資本形成 輸出
輸入 GDP成⻑率 FDI(対GDP％）
図表２ エジプトの各需要項目のGDP成⻑率への貢献度














い（RCA の変動が大きい）品目の変遷をグラフ化したものである。  
1990 年代から 2000 年代前半においては、繊維と石油および石油製品がエジプトにとっ
て競争力の高い製品であった。2000 年代中頃に天然ガス・ガス製品の RCA が上昇した。
2011 年頃よりパイプラインの爆発が多発し、輸出が中断されると徐々に競争力を失ってい
たが、2015 年に東地中海のゾフル海底ガス田の開発が開始され、商業化がすすみ、再び優
                                                  




おいては、RCA の順位比較では序数的な指標として使用する。  
RCAの高い品目 1995 2000 2005 2010 2015 2019
33 石油及び石油製品、同関連材料 21.6% 56 肥料 6.2 8.1 1.5 12.3 5.0 14.9
05 果実及び野菜 9.6% 27 粗肥料及び粗の鉱物（石炭、石油、貴石を除く） 2.0 4.1 7.7 7.5 7.3 6.0
97 金（貨幣でないもの） 6.7% 05 果実及び野菜 4.2 3.3 3.1 6.3 8.3 6.6
84 衣類 5.6% 26 織物用繊維及びそのくず 9.0 12.6 6.9 5.1 3.2 4.1
57 プラスチック 4.5% 06 糖類及びその調製品ならびに蜂蜜 1.0 2.2 3.5 6.0 4.8 3.7
34 天然ガス及び製造ガス 4.5% 34 天然ガス及び製造ガス 0.1 0.2 8.8 4.4 0.4 3.6
56 肥料 4.4% 29 その他の動物性又は植物性の原材料 2.4 2.2 1.5 5.7 5.8 2.6
65 織物用繊維の糸、織物及び繊維製品 4.2% 97 金（貨幣でないもの） 0.0 0.0 0.4 3.8 1.6 4.1
66 その他の非金属鉱物製品 3.6% 52 無機化学品 1.0 3.2 0.8 3.5 2.3 2.3
77 その他の電気機械器具・同部分品 2.9% 65 織物用繊維の糸、織物及び繊維製品 5.2 3.5 1.3 2.9 3.6 2.5
76 電気通信機器、録音再生装置 2.8% 33 石油及び石油製品、同関連材料 7.9 4.7 3.4 1.5 1.9 2.7
55 精油、調製香料、化粧品、みがき剤及び洗剤 2.8% 02 酪農製品及び鳥卵 0.1 0.3 0.8 4.0 3.4 2.0
67 鉄鋼 2.3% 55 精油、調製香料、化粧品、みがき剤及び洗剤 1.3 1.6 0.9 1.2 3.0 2.6
68 非鉄金属 2.2% 61 革及び皮製品、毛皮製品 0.5 1.4 1.2 3.4 4.2 1.8






















エジプト政府は、「ビジョン 2030」に対処し、鉱業部門の GDP への貢献を 70 億ドル増
加させるため、7 億ドルの融資を誘致し 11 万人の雇用を創出することを目標に掲げてい
る。1956 年制定の鉱業法の下、2007 年までエジプトの採掘業は低迷していたが、07 年以
降複数の海外資本が採掘権を取得するようになり、金輸出が解禁されると輸出額に占める














言えない。しかしながら 1994～2008 年では平均 0.11、0.057 である一方、2009～2019 年





2004 年 12 月、エジプト、米国、ヨルダンの三か国で締結された資格産業区域（Qualifying 
























 図表 10 は IMF プログラム導入後の主要産業への投資状況と、2019/20 年度（19 年 7 月
～20 年 6 月）の主要産業の四半期別 GDP 成長率（前年比）を示したものである。  
 投資額におけるシェアが最も大きいのは電力分野である。「ビジョン 2030」達成に向け、
再生可能エネルギー分野でのスタートアップ投資が進展し、また電力供給の安定と改善に
よる、投資誘致環境の整備の目的も大きい。世界銀行が発表する Doing Business 2020 で
は、電力アクセスの改善により、エジプトのランキングは前年の 120 位から 114 位にアッ
プした。2019/20 年度第３四半期（20 年 1～3 月）まではプラス成長であったが、第 4 四
半期は－6.3％となった。2018/19 年度、労働力の吸収に有効なその他の製造業分野へは全
体の 11％が投資されているが、同分野の GDP は 2019/20 年第 3 四半期にすでにマイナス
図表８ エジプトの主要輸出先（2019）
米国 7.2% マルタ 2.9%
UAE 6.8% ヨルダン 2.9%
トルコ 5.7% リビア 2.7%
サウジアラビア 5.6% カナダ 2.5%
イタリア 5.5% チュニジア 2.4%
英国 5.1% ギリシャ 2.3%
インド 4.9% フランス 2.2%






要の増加もあり、第 4 四半期でも 13％の伸びを示している。 
 重点産業分野を中心に積極的な投資がなされ、宿泊・飲食業ほか一部の産業を除き
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